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（６）津波浸水想定区域外への避難訓練 

 津波を伴う大地震が発生した際に、自分の身を守る方法の一つとして、津波浸水想定区域外への避難

方法や避難経路を知ることなどを主な目的として、津波浸水想定区域外までの避難訓練を実施した。 
＜注＞ 児童・生徒が在校中であれば、原則、垂直避難としている。  

◇避難訓練 事前学習【１０月２日（火）実施】 

西尾市の被害想定を説明した上で、津波浸水想定区域外への避難訓練を実施する目的や実施方法など

について、事前に学習する機会を設定した。（（（（以下は、事前学習資料以下は、事前学習資料以下は、事前学習資料以下は、事前学習資料の一部）の一部）の一部）の一部）                              

 南海トラフ地震が発生した際の西

尾市の被害想定です。沿岸部に位置

している西尾市では、津波による被

害も想定されており、市内のおよそ

３分の１が浸水してしまいます。 

 
津波浸水深の想定です。一色地区

は、ほぼ全域（一色中部小学校周辺

を除く）が浸水してしまいます。ま

た、沿岸部では、３～４ｍ程度の津

波が襲って来ることが想定されてい

ます。 

 西尾市は湾内に位置しているた

め、地震発生後に津波がすぐに襲っ

て来るわけではありません。津波が

到達するまでに、最短でも５３分の

時間があります。（佐久島は４１分） 
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津波が発生した場合、誰もが近場

の高台に避難したいという気持ちに

なります。しかし、全員が近場の高

台（津波一時待避所等）に入ること

はできません。また、仮に命が助か

ったとしても、救出までに時間がか

かり、二次災害が懸念されます。 

 
西尾市では被災者ゼロを目指し、

「津波浸水避難シミュレーション」

を作成しました。健常者については、

津波浸水想定区域外へ避難し、津波

一時待避所には要配慮者等が避難す

ることを基本としています。 

 
指定避難所は町内会ごとに決めら

れているため、町内会ごとのグルー

プに分かれて訓練を実施します。 

今回の訓練は指定避難所まででは

なく、浸水区域外までとします。 

当日は、各チェックポイントまで

の避難時間を計測し、事後学習で津

波到達時間との検証を行います。 

避難経路が限避難経路が限避難経路が限避難経路が限
定される定される定される定されるため、ため、ため、ため、
同じ町内会で同じ町内会で同じ町内会で同じ町内会で
も経路が異なも経路が異なも経路が異なも経路が異な
ることがあるることがあるることがあるることがある    


